
≪平成 28 年度 留学生スタディーツアーを実施しました≫ 

 
(1)日  時：平成 29 年 2 月 18 日(土) 

9：30～15：30 

 

(2)見学先等：藍染め・機織り工房 和なり屋(※手ぬぐいの藍染体験を行いました) 

株式会社 時代屋(※茶道体験および行灯づくり体験を行いました) 

 

(4)参加費用：参加料金は、本協会にて負担しました。 

 

(3)参加人数：30 名 

※中国：10 名、インド：4 名、台湾：4 名、ドイツ：2 名、ロシア：2 名、イタリア：1

名、インドネシア：1 名、コスタリカ：1 名、ネパール：1 名、フィリピン：1 名、フ

ランス：1 名、ベトナム：1 名、メキシコ：1 名 

 

(4)実施状況： 

平成 29 年 2 月 18 日に、台東区浅草周辺にてスタディ・ツアーを実施しました。本スタディ・ツア

ーは、留学生に日本の伝統文化を体験する機会を提供し、留学の意義を高め、日本の文化に対する理

解を深めることを目的としています。当日は、キャンセルもなく、主に関東の大学等 11 校、13 ヶ国

から 30 名の留学生が参加し、ほぼ予定通りにスタディ・ツアーを開始しました。 

はじめに、和なり屋にて手ぬぐいの藍染体験を行いました。手ぬぐいのデザイン制作から染色作業

まで一連の作業を体験しました。完成した手ぬぐいは、1 枚 1 枚藍の濃淡が異なり、個性あふれる手ぬ

ぐいが出来上がりました。 

 時代屋で行った茶道体験および行灯作り体験は、体験人数の都合上、茶道体験を 20 名、行灯作り体

験 10 名に分かれての実施となりました。 

 2 つの体験を通じて、留学生は日本の礼儀作法や日本独特の美意識である「わび」・「さび」や、江戸

時代の生活の一部に触れることが出来ました。 

今回のスタディ・ツアーでは、体験プログラムが、グループに分かれて作業を行うものだった事、

また移動手段が徒歩ということもあり、その移動時間のなかで、学校や出身国が異なる留学生と活発

に交流が出来たようです。留学生からは、「日本の伝統文化について楽しく学べた」「同様の機会を増

やしてほしい」などの声が寄せられました。 

 


